
空気吹きＩＧＣＣが 2013年度日本機械学会賞（技術）受賞 

4月 18日、東京都港区明治記念館において 2013年度日本機械学会賞受賞式が執り行われ、

「高効率空気吹きＩＧＣＣの開発」が 2013年度日本機械学会賞（技術）を受賞しました。 

 

日本機械学会賞は「日本の機械工学・工業の発展を奨励する」ことを目的として昭和 33

年に設けられ、この度の受賞は機械工業における数年以内に完成した新技術の開発として

高く評価されたものです。        

また常磐共同火力以外の共同研究者は、三菱日立パワーシステムズ㈱・東京大学であり、

3者連名による受賞となりました。 

 

なおこの受賞に伴い、7月 29日～8月 11日には国立科学博物館（東京）にて「日本の先

端科学技術の紹介」（第 10回）展示会への出展も予定されております。（出展情報につきま

しては、別途お知らせいたします） 

 

 


